（様式－９の１）
特定テーマに対する技術提案
	特定テーマ１
本橋は、埋立地と内陸部を結ぶモノケーブルかつ斜めハンガー形式の自碇式吊橋という全国的に例のない構造であり、また本橋の両端に、供用しながら新たに歩道部の桁を増設する非常に高難度な施工となるため、現橋の適切な状態把握、正当な評価が必要とされ、まずはじめとして、ケーブル・鋼床版等の各部材における調査・評価及び自然風の観測を過年度業務にて行っているところである。
そこで、橋梁全体系を考慮した総合的な健全性評価を実施するにあたり、ケーブルなど部材単位の評価をもとに、必要であれば補足調査を実施するものとし、課題や留意点を挙げること。
また、経済合理性を考慮した上で、実現可能性のある本業務の検討プロセスについて提案を求める。

	




